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1. 目  的   

汎用コンバインにより、水稲直播用種子の低温発芽率および苗立率を低下させない収穫条件を明

らかにする。 

 

2. 方  法 

1) 品種名：「ゆきまる」 

2) 場 所：岩見沢試験地グライ土水田、苗立率調査のみ岩見沢試験地泥炭土水田 

3) 栽培概要：成苗ポット，34日苗 平成 12年 4/18播種，5/22移植 24.0株/㎡（33cm×12.6cm） 

                  平成13年 4/18播種，5/22移植 23.1株/㎡（33cm×13.1cm） 

4) Ｎ施肥成分量（kg/10a）：平成12年 全層４、側条4，平成13年 2水準  標肥区：全層4+側条

4 多肥区：基肥(全層4+側条 4)+出穂期追肥（表層14） 

5) 供試収穫機：汎用コンバイン(刈り幅約2m)シリンダ周速度23.8(標準),21.8,19.9m/s 

6) 供試乾燥機：実験用熱風乾燥機 通風ビン直径21cm、高さ18cm 4ビン 

7) 調査項目 ：脱穀選別損失、籾組成、玄米の損傷程度，発芽率 種子予措 塩水選(比重 1.10)

平成 12年産籾 2001/2/5置床 25℃区 置床後8日目まで,15℃区 置床後21日目まで調査 

 平成 13 年産籾  25℃区 2002/2/4,15℃区 2002/2/18 置床 25℃区 置床後６日目まで,15℃区 置

床後12日目まで調査。圃場における苗立率 平成12年産籾,2001/5/17日播種,カルパー粉衣なし

手播き,100粒 4反復、6/5,6/19調査、平成13年産籾,カルパー粉衣処理およびカルパー粉衣なし

2002 /5/16 シードテープ播種,100粒 4反復,6/7,6/21調査 

 
3. 成果の概要 
1) 「ゆきまる」を汎用コンバインで収穫した結果、刈取水分 24～26%では、種子籾の 15℃発芽率

および圃場での苗立率ともに，はさ掛け乾燥した籾と同等であった。刈取水分 28～29%では 15℃

発芽率は低下しなかったが，圃場での苗立率は低下した(図 1，図 2)。種子(玄米)の損傷程度が大

きいほど圃場における苗立率は低下し，機械的損傷が苗立率低下要因の一つと考えられた(図 3)。 

2) 脱穀時の損傷低減のため，汎用コンバインの機関回転数を下げ，シリンダ周速度を低下させた

場合，15℃発芽率や圃場での苗立率ははさ掛けとほぼ同等となるが(図 1)，流量が低下するととも

に、脱穀選別損失、枝梗付着粒率が増加する(表 1)。このため、汎用コンバインの運転条件は回

転数を落とさない通常運転で使用する。 

3) 汎用コンバインで収穫した籾を熱風温度30℃および35℃で乾燥した結果，15℃発芽は常温通風

乾燥と大きな差はなく，熱風温度による差も認められない(図 4)。 

4) 以上のことから，汎用コンバインによって，15℃発芽率を低下させずに直播用種子の機械収穫

が可能であり，圃場における苗立率から判断して，籾水分が26%未満となった時に収穫を行うこと

が望ましい。 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 刈取水分と 15℃発芽率(H12，H13「ゆきまる」)        図 2 刈取水分と圃場苗立率(H12，H13「ゆきまる」) 

    (図中の数字は汎用コンバインのシリンダ周速度) 

 
 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   図 3 玄米の損傷程度と圃場苗立率                          図 4 乾燥温度と 15℃発芽率 

     (H12,13「ゆきまる」)                             (H12,13「ゆきまる」) 

 

表 1 シリンダ周速度と籾組成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

4. 成果の活用面と留意点 

1)  汎用コンバインを用いて「ゆきまる」を直播用種子として収穫する際の参考とする。 

5. 残された問題点とその対応 

1) 他品種での検討。 
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整粒 87 . 9 87 . 7 82 . 6
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その他 0.2 0.3 1.9
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